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【背景と目的】黄砂曝露による小児の呼吸器疾患への影響は未だ十分に明らかでない。黄砂

と小児気管支喘息やそれを含む呼吸器疾患による救急外来受診との関連について検討を行

った。 

【方法】長崎市夜間急患センターを受診した小児の匿名化データ(2010 年 3 月～2013 年 9

月)を用いた。黄砂曝露の定義は LIDAR（Light Detection and Ranging）観測のデータに

基づいて行い黄砂と救急受診の関連は Time Stratified ケースクロスオーバー解析を行い関

連の強さはオッズ比と 95%信頼区間(CI)により示した。主たる解析は黄砂が多く飛散する 3

月から 5月に限定して行った。 

【結果】対象期間の救急受診は気管支喘息 756 件とそれを含む呼吸器疾患 5,421 件で、黄

砂日は 47日であった。学童に関しては、非黄砂日に対して黄砂日から 3日後と 4日後の気

管支喘息受診のオッズ比はそれぞれ 1.837 (95%CI; 1.212-2.786)、1.829 (95%CI; 1.179-

2.806)であった。一方で未就学児は黄砂日当日、翌日、2日後にかけて関連がみられ、オッ

ズ比はそれぞれ 1.244 (95%CI; 1.128-1.373)、1.314 (95%CI; 1.189-1.452)、1.273 (95%CI; 

1.152-1.408)であった。これらの関連は気象因子や他の大気汚染物質で調整後も同様に統計

学的に有意であった。 

【結論】黄砂曝露により、気管支喘息や呼吸器疾患による小児救急受診が増加することが示

唆された。 
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